
２月定例記者会見 
 発表項目 

・平成２６年１月の船舶事故・人身事故発生状況（速報） 

・練習船「こじま」入港歓迎セレモニーの実施について 

・危険予知研修の実施について 

・「平成２６年潮干狩り情報カレンダー」提供開始！ 



 
   ア 事故隻数 
     平成２６年１月中の船舶事故は１７件２３隻、前年（１４件１５隻）と比べて８隻増加となりました。 
     なお、死者・行方不明者は２名（前年０名）でした。 

単位〔隻〕 
月計 

単位〔隻〕 
年累計 
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平成26年船舶事故発生状況 



 

 イ 船種別・海難種類別隻数 

   船種別では漁船が７隻と最多で、プレジャーボート等を加えた小型船舶の事故割合は約６１％となってい 

   ます。海難種別では衝突が9隻と最多で、小型船舶と大型船の衝突が３件６隻（死亡者２名）発生してい 

   ます。また、プレジャーボート等による海苔網・定置網等への乗揚が５件６隻発生しています。 
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発生日時 ２６年１月１７日０８：００頃 

発生場所 紀伊水道付近 

事故船舶 
日本船籍貨物船４９９トン  
漁船 ９．８トン×２隻       

概要 

尼崎向け貨物船としらす漁の２艘
曳きの漁船が接触し漁船２隻が
転覆。漁船の乗組員３名（男性）
の内、２名が死亡した。原因等調
査中。 

発生日時 ２６年１月１８日２０：１０頃 

発生場所 播磨灘 鹿ノ瀬海苔網 

事故船舶 
A プレジャーボート 長さ10.2m 
B  プレジャーボート 長さ16.2m 

概要 

AがBを曳航して、小豆島から大
阪向け航行中、鹿ノ瀬海苔網の
存在に気づくことなく、海苔網区
画に侵入し、航行不能となったも
の。 

【平成２６年１月】主な船舶事故事例 



平成26年マリンレジャー活動中の事故発生状況（H25年速報値との比較）

単位〔人〕 35 180 単位〔人〕

月計 166 年累計

｜死者行方不明者数（前年との比較）
30 ／／  ト160平成25年1月：0人

30 I l平成26年1月：1人
前年同月比：＋ 1人

／ ト140
25 

25 
~ 

19 
20 

20 

16 

10／行 円
80 

11 11 ト609 
10 

40 

5 
20 

。 。
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

E二二コ 平成25年月別事故者数（速報値） E二二コ 平成26年累計事故者数（速報値）

一・一平成25年事故者数（速報値累計） 一・一 平成26年事故者数（速報値累計）



【平成２６年１月】主な人身事故事例 

発生場所 

発生日時 平成２６年１月２４日正午ころ 
発生場所 東播磨港別府西港西防波堤 
事 故 者 加古川市在住 男性 ７８歳  【救命胴衣未着用】 
概 要 ２４日午前９時ころ、釣りに出かけたまま夜になっても帰宅

しないことから捜索していたところ、沖合いの海苔網付近
で発見され、死亡が確認された。 
 防波堤に残された釣り竿は、ルアーが護岸に引っ掛かっ
た状況で、梯子が防波堤上から一段低いところに掛けた
状態であったことから、誤って足を踏み外し海中転落した
ものと推定。 
 



海上保安大学校 練習船「こじま」 
神戸港入港歓迎セレモニーのご案内 

 海上保安大学校は、将来の幹部職員になる海上保安官の育成を目的に設置された海上保
安庁の教育機関で、練習船「こじま」による乗船実習が行われます。 

○平成２６年３月６日（木） １４時００分から開始予定 

○神戸港新港第１突堤Ａ岸壁付近 



平 成 ２ ６ 年 ２ ７ 日
第五管区海上保安本部

危険予知研修の実施について

第五管区海上保安本部では、若手職員に対して危険予知の合同
集中研修を実施します。

■ ３月１３日午後１時～５時・庁舎9F事案対策室

   （座学）：特別な準備を必要とせず、いかなるレベルでも、直ちに実践可能な  
危険予知の方法についてケーススタディ等を行う。 

■ ３月１４日午前８時半～午後３時・巡視船「とさ」

   （実習）：実際に巡視船を使用し、その設備及び資機材を実地に把握すると
ともに過去の事故事例を教訓とした危険予知演練を行う。

【実施日時・場所・概要】



■ 巡視船艇という特殊環境下において、船務・業務を遂行する 
 上で潜む危険要因を事前に把握すること。 
 
 危険要因を事前に把握するためには・・ 
■ 危険予知訓練（Kiken・Yochi・Training 以下単に「KYT」という。） 
 が効果的。一般的には、危険要因が引き起こす現象を、「職場 
 や作業の状況イラストシートを使って」、また、「現場で実際に作 
 業ながら」、話し合い、考え合い、分かり合って危険のポイントを 
 確認し、行動する前に解決する訓練。 

  

【海保における危険予知とは】 

（実習例： 巡視船「とさ」 甲板作業） 

挟み込みの危険 
ロ
ー
プ
切
断
の
危
険 



  「五管区海の相談室｣では、この「潮汐表」を用いて今年の３月か
ら８月までの「潮干狩り情報カレンダー」を作成し、潮干狩りに適した
時間帯の情報提供を２月２８日からインターネットホームページで開
始します。 

「平成２６年潮干狩り情報カレンダー」  
         提供開始！ 
 

  今年のゴールデンウィーク期間中は、前半が潮干狩りに適してい
ます。  
 このカレンダーは潮干狩り以外に、磯場や海浜での生物観察など
にもご活用いただけます。    

   海上保安庁では、主要な港の高・低潮時及び主要な瀬戸の転流
時等の予報値を掲げた「潮汐表」を刊行しています。 

 干潮時刻の１時間後頃から急速に潮が満ちてきますので、気づ
いたら磯場や干潟の部分に孤立して陸に戻れなくなる場合もありま
すので、安全に陸に戻ることができるよう、事前に潮汐情報を確か
めたうえででかけましょう。 



五管区海の相談室 
のホームページ 

≪インターネット≫ 

 五管区管内を５海域
（県毎）に分けて潮干
狩り情報カレンダーを
作成（掲載）していま
す。 

  ［マリンレジャー］ 
   潮干狩り情報 
    カレンダー 
  をご覧下さい。 

アドレス： http://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN5/ 
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≪インターネット≫ 
          潮干狩り情報カレンダー 
    潮の引き具合により、潮干狩りに適した時間

帯を色分け 

 身近なレジャーとして人気が高い潮干狩り
は、潮が大きく引く、新月または満月の前後が
適しているとされています。 



平成２６年潮干狩り情報カレンダー 
≪携帯電話≫ 

潮の引き具合により、潮干狩りに適
した日を◎○△で表示 

アドレス： http://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN5/m/ 



2011-2013年 
五管区潮干狩りカレンダーアクセス数 
平成25（2013）年 72,887 

平成24年101,400 平成23年97,245 
平成25年     平成24年     平成23年 
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